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「ミチシルベ」～自分らしい生き方とは !?～「ミチシルベ」～自分らしい生き方とは !?～
学生企画コーナーもっと②　弘前！！

 ひろ♡レポとは…若者目線で弘前のことを伝えようと発足された、広報ひろさきで学生企画コーナーを担当する女子大
生グループです。問い合わせやご意見・ご感想はＥメール（hiro.repo@gmail.com）で。Facebook（http://www.
facebook.com/hiro.reporters）、Twitter（@HiroRepo）もやってます！興味のある人はどうぞ（^ *^）

　あけましておめでとうございま
す。新年を迎え、新たな気持ちで何
かを始めたいと思っている人もいる
のではないでしょうか。やりたいこ
とがあるのに自分の環境を言い訳に
して、可能性を諦めてしまうのは
もったいないですよね？
　今回ひろ♡レポでは、11 月 21
日・22日に開催された『ミチシル
ベ』というイベントに参加してきま
した。

「ミチシルベ」～自分らしい生き方とは !?～
　弘前大学の学生団体 Hiromaru が主催する、自分の将来や未来を
考えている人へ、新しい可能性に気付いてもらうためのイベントです
（平成 26 年度弘前市市民参加型まちづくり 1%システム採択事業）。
　Hiromaru のメンバー自身が就職活動や日々の生活を通して得た、
さまざまな生き方や働き方をしている人に出会ったときの衝撃や感動
を、より多くの人に知ってもらいたいという思いからこのプロジェクト
は始まり、名前にはこれからの生き方を示す『道しるべ』と『未知知る
べ！』という２つの意味が込められています。
　今回のイベントでは、参加した人それぞれが、自分に足りない部分（“知
ること” “考えること” “伝えること”）に合わせて講演会、座談会、ワー
クショップの３つから自由に選ぶことができる形で行われました。

　コラボ弘大にて行われた講演会は、学生から社会人
まで幅広く 90 人以上が参加するという大盛況ぶり。
東京からきた３人の人生経験豊富な講師たちの話はど
れも刺激的なものばかり。また、和洋折衷の町である
弘前には微差を追求するこだわりのある職人も多く、
魅力がたくさんあるという“外から見た弘前”につい
ても聞くことができました。Twitter を使いリアルタイムで意見や質
問を書きこむこともでき、気軽に会場全体でトークに参加できる会場づ
くりとなっていました。就職活動だけでなく未来を考えるとともに、今
住んでいる弘前というまちについても改めて思い直すきっかけとなりま
した！

　講演会の後は講師や弘前のキーマンと話す・繋がる座談
会、翌日にはカフェを会場に自分を見つめ直し、将来のイ
メージをアウトプットするためのワークショップが開催さ
れました。自分は他人からどう見えているの？「興味のあ
ること」を「やりたいこと」にするためには？今まで出会っ
たことのないメンバーと考えるからこそ、新しい自分に気
付けたように思います。

　さまざまな年代の人が一緒になって今後のキャリア
について考えるきっかけの場を学生によって実現しま
した。気が付いたらもう 2015 年です。皆さんは今
年１年、どのような年にしたいですか。しっかりと目
標を持って、今年も頑張りましょう !!

『ミチシルベ』とは

第２部『座談会』

 

第３部
『ワークショップ』 〈〈編集後記〉〉

イラストで会場を魅了
する小柳さん（講師）

ひろ♡レポもトークセッションに参加

ボ弘大 行われた講演

第１部『講演会』

3

２

市内各地で行われた
イベントや
まちの話題を
お届けします。フォトコレinひろさきフォトコレinひろさきフォトコレinひろさきフォトコレinひろさき

市民会館ステンドグラス除幕式
 

　広報ひろさきでは、写真にスマートフォンなどを
かざすと、写真に関連する動画が見られる「ＡＲ」
サービスを実施しています。
　スマートフォンをお持ちの人は、無料アプリ「Ｃ
ＯＣＯＡＲ（ココアル）」をダウンロードして、ぜひ
お楽しみください。

※ＡＲ（拡張現実）…写真などに、デジタル合成などによって作
られた情報を付加し、人間の現実認識を強化する技術
※アプリのダウンロードや動画視聴には別途通信料がかかります
※ＡＲの有効期間は発行から 3カ月です

スマートフォンを写真にかざして 動画動画  を見よう !!

１

２

App Store もしくはGoogle Play で「ＣＯ
ＣＯＡＲ」を検索しダウンロード。

アプリを起動し、ＡＲマークのつい
た写真にかざす。写真を認識すると
動画が流れます。

■問い合わせ先　広聴広報課（☎ 35・1194）

ＡＲＡＲＡＲＡＲ

 

11月 22
日

　当市出身の洋画家・佐野ぬいさんの原画を基に制作
したステンドグラス「青の時間」が市民会館管理棟ロ
ビーに設置され、その除幕式が行われました。
　「ぬいブルー」と称される青を基本としたステンド
グラスがお披露目されると、会場からは大きな拍手が。
　自然の光により、さまざまな姿を見せるステンドグ
ラスは、当市の新しいスポットとして注目です。

16

エレクトリカルファンタジー

 

ＡＲＡＲＡＲＡＲ

△

この写真にスマートフォンをかざすと、動画が流れます。

11月 29日～

　今や弘前の冬の風物詩として定着している「エレク
トリカルファンタジー」が 11月 29日から始まりま
した。洋館など文化財のライトアップのほか、色鮮や
かなイルミネーションが通りや市内各所に取り付けら
れ、幻想的な空間を演出しています。イルミネーショ
ンの点灯場所は、市役所周辺、追手門広場、蓬莱広場、
駅前公園、えきどてプロムナードなどで、２月 28日
まで行われます。　
　眺めているだけで気持ちが満たされ、なぜか心が温
かくなってくる―。そんな幸せな気分になれるひとと
きをあなたも過ごしてみませんか。

メッセージを熱く語
る宮脇さん（講師）
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